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 薬学部
定員      の
少人数教育

１７病院＋５１保健福祉施設の
バックアップの下、
臨床に強い薬剤師を育成！
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湘南医療大学
薬学部 医療薬学科

た
め
、
目
的
意
識
や
動
機
付
け
に

つ
な
が
る
科
目
と
し
て
、【
薬
学

入
門
】
や
【
早
期
臨
床
体
験
実
習
】

な
ど
に
加
え
て
、
本
学
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
【
後
期
臨
床

体
験
実
習
】
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
』
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
習
す
る
習
慣

を
養
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、【
チ
ー
ム
医
療
論
】

で
は
、
保
健
医
療
学
部
の
学
生
と

と
も
に
多
職
種
と
の
協
働
を
実
践

的
に
学
び
、協
調
性
を
培
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
た

め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
で
は
、
ど
の
よ
う
な
入
学
者
に

期
待
し
ま
す
か
？

　
（
定
本
先
生
）「
現
在
、
薬
学
教

育
は
６
年
制
で
あ
り
、
そ
の
長
い

に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』
と
は
、
①
大

学
教
育
（
薬
学
部
、
保
健
医
療
学

部
）、
②
研
究
（
学
生
、
教
員
、

医
療
従
事
者
、
臨
床
医
学
研
究

所
）、
③
臨
床
現
場
（
グ
ル
ー
プ

関
連
施
設
）、
す
な
わ
ち
臨
床
教

育
・
臨
床
現
場
・
研
究
活
動
と
い

う
三
つ
の
異
な
る
立
場
が
、結
合
・

連
携
し
て
「
生
き
た
教
育
」
を
行

な
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
学
の
強
み
で
も
あ
る
17
グ

ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療
福
祉

施
設
の
協
力
体
制
の
下
で
、
一
貫

し
た
臨
床
教
育
を
行
な
い
ま
す
。

病
院
実
習
現
場
の
教
育
・
指
導
は
、

薬
学
部
の
実
習
指
導
教
員
も
現
場

に
出
向
き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤

師
と
協
力
し
て
行
な
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
６
年
間
と
い
う
薬
学
教

育
に
つ
い
て
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
ち
続
け
る
た
め

に
、
貴
校
で
工
夫

し
て
い
る
内
容
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

　
（
石
橋
先
生
）「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
に
は
、

動
機
付
け
と
主
体

的
な
学
習
の
習
慣
、

そ
し
て
他
者
と
の

関
係
性
の
構
築
が

重
要
で
す
。
そ
の

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
が
薬
学

部
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
の
で
す
か
？

　
（
鈴
木
先
生
）「
こ
れ
ま
で
神
奈

川
県
下
で
は
、
薬
学
部
を
有
す
る

大
学
の
数
が
１
校
の
み
と
い
う
こ

と
に
、
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
薬
学
が
臨
床
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
時
代
背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
』
は
、
17
病
院
を
も
ち
、
湘
南

医
療
大
学
『
保
健
医
療
学
部
』（
看

護
学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
）
の
実
績
な
ど
か
ら
、
薬
学

部
の
開
設
に
適
切
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
湘
南
医
療
大
学
・
薬
学

部
医
療
薬
学
科
の
特
色
で
あ
る

「
臨
床
一
貫
型
連
携
教
育
体
制
」

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
今
春
（
２
０
２
１
年
４
月
）、「
薬

学
部
・
医
療
薬
学
科
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。緑
豊
か
な
学
習
環
境
に
あ
る
東
戸
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
薬
草
園
を
整
備
し
、「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成
す
る
た
め
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
３
カ
月
後
の
開
設
に
向
け
て
、
現
在
、

同
大
の
「
薬
学
部
設
置
準
備
室
」
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

新
設
の
薬
学
部
　
教
授
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」を
育
成
し
ま
す
！

湘
南
医
療
大
学 

期
間
の
中
で
、
薬
学
の
サ
イ
エ
ン

ス
の
基
礎
科
目
、応
用
的
な
科
目
、

臨
床
で
の
薬
剤
師
活
動
に
必
要
な

技
能
や
知
識
を
学
ぶ
科
目
、
疾
患

や
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
６
年
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、
自
身
が
目
指
す

薬
剤
師
と
し
て
の
活
動
が
成
せ
る

よ
う
に
、
意
欲
を
も
っ
て
学
習
に

臨
む
方
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
が
あ
り
、

社
会
や
医
療
の
中
で
『
薬
剤
師
』

と
し
て
の
能
力
を
活
か
し
て
い
き

た
い
と
い
う
希
望
を
も
つ
方
に
、

是
非
、
本
学
で
薬
学
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」 

　
︱
︱
︱
最
後
に
、
お
一
人
ず
つ

受
験
生
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
鈴
木
先
生
）「
病
を
も
つ
患
者

さ
ま
を
、
薬
で
救
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
、
是
非
、
本
学
で
薬

学
を
学
び
ま
し
ょ
う
」。

　
（
加
賀
谷
先
生
）「
人
の
役
に
立

つ
人
に
な
り
た
い
と
思
う
君
へ
、

『
湘
南
医
療
大
学
薬
学
部
で
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
』」。

　
（
石
橋
先
生
）「
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
あ
な
た
の
志
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、
湘
南
医
療
大
学

薬
学
部
は
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
」。

　
（
定
本
先
生
）「
考
え
て
行
動
で

き
る
薬
剤
師
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。
医
療
や
社
会
に
つ
い
て
も
広

く
学
び
、
充
実
し
た
６
年
間
の
学

生
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い

る
方
に
是
非
、
受
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◦定本 清美
※役職は今春就任（予定）

◦鈴木 勉 ◦加賀谷 肇 ◦石橋 芳雄

左から石橋先生、定本先生、鈴木先生、加賀谷先生

湘南医療大学
薬学部 学部長 

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授

湘南医療大学
薬学部 教 授  
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○
…
院
長
に
就
任
し
、
今
春

で
丸
１
年
が
経
ち
ま
す
。「
東
戸

塚
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
い
く
た
め
に
、
当
院

が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
、

全
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

人
材
育
成
も
そ
の
一
つ
で
す
。

今
、
医
療
従
事
者
の
厳
し
い
職

場
環
境
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

挫
折
に
立
ち
向
か
え
る
力
を
有

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
凌
駕

す
る
よ
う
な
成
功
体
験
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世

代
に
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
体
験
に
出
会
え
る
よ

う
に
と
、
育
成
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
金
沢
大
学
卒
業
後
、
同

大
関
連
病
院
や
癌
研
究
所
な
ど

の
ほ
か
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

工
科
大
学
の
医
学
施
設
で
幹
細

胞
の
研
究
も
経
験
。
２
０
０
９

年
に
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は

「
血
液
（
内
科
）
に
関
わ
る
病

気
」
と
し
、
が
ん
治
療
や
再
生

治
療
な
ど
の
最
先
端
医
療
に
深
い

知
識
を
有
し
ま
す
。「
一
い
ち

医
師
と

し
て
当
院
で
は
、『
総
合
診
療
内

科
』の
ほ
か
、『
糖
尿
病
内
科
』『
Ａ

Ｇ
Ａ
（
男
性
型
脱
毛
症
）
専
門

外
来
』〈
自
費
診
療
〉
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
治
療
で
は
、
血

糖
を
24
時
間
測
定
す
る
パ
ッ
チ

を
導
入
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｇ
Ａ
で

は
、
再
生
医
療
の
知
識
を
活
か

し
て
、
患
者
さ
ま
に
治
療
効
果

を
実
感
い
た
だ
け
る
内
容
が
提

供
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
話
は
弾
み
、続
け
て
「
当

院
は
、
治
療
目
的
の
病
気
だ
け

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
現
代
で
は
、

退
院
後
に
お
一
人
で
生
活
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
齢

者
は
少
な
く
な
く
、
引
き
こ
も

り
な
ど
『
社
会
的
孤
立
』
と
い
っ

た
問
題
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
在
宅
医
療
の
一
つ

『
訪
問
看
護
』
は
重
要
性
を
増
し

て
お
り
、
当
院
で
も
現
在
、
サ
ー

ビ
ス
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
地

域
医
療
の
拠
り
所
と
し
て
是
非
、

当
院
を
お
頼
り
く
だ
さ
い
」
と
、

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

織本 健司 医師
 （おりもと けんじ）　　　　

ふれあい東戸塚ホスピタル 院長
【総合診療内科】

医学博士
ICD（インフェクションコントロールドクター）

  

若
手
の
育
成
、高
齢
者
の
孤
立
な
ど

　
　
　  

現
代
の
医
療
課
題
と
向
き
合
い

こ
の「
人
」に
聞
く

（一部を表示 )専門外来のご案内専門外来のご案内

このほか頭痛外来、もの忘れ外来、巻き爪外来などがあります。このほか頭痛外来、もの忘れ外来、巻き爪外来などがあります。

月 火 水 木 金 土月 火 水 木 金 土
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☎045-827-2637☎045-827-2637 戸塚区上品濃16-8

「サイレントキ
ラー」

高血圧は
大病を招く知らぬ間に…

心臓病

脳卒中

動脈硬化

糖
尿
病
を
抱
え
て
い
る
方
の
高
血

圧
症
の
発
症
率
は
、
一
般
の
２
倍

以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
気
を
合
併
す
る

と
、
先
ほ
ど
例
に
あ
げ
た
『
脳
卒

中
』『
心
臓
病
』『
動
脈
硬
化
』
の

発
症
率
は
、
さ
ら
に
高
く
な
り
、

よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
に
な
り

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
」

血
圧
は
次
第
に
高
く
な
る

　
（
続
く
）「
血
圧
に
つ
い
て
、『
私

は
高
く
な
い
か
ら
、
大
丈
夫
！
』

と
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
中
高
年
の

方
が
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
か

つ
て
計
測
し
た
数
値
の
イ
メ
ー
ジ

を
い
つ
ま
で
も
も
ち
続
け
ら
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
、
血
圧
は
、
年

齢
と
と
も
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
、
ご
注
意
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
高
血
圧
を
抱

え
て
い
る
患
者
数
約
４
３
０
０
万

人
の
う
ち
、
60
歳
以
上
の
方
は

63
％
も
占
め
て
い
る
の
で
す
」

糖
尿
病
と
高
血
圧
の
深
い
関
係

　
（
続
く
）「
ま
た
高
血
圧
は
、
糖

尿
病
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
症
を
抱
え
て
い
る
方

は
、
糖
尿
病
の
発
症
率
が
一
般
の

２
〜
３
倍
以
上
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
反
対
の
関
係
も
同
じ
で
、

管
の
内
側
が
傷
付
き
、
柔
軟
性
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
す
。

　

そ
し
て
高
血
圧
は
、
別
名
『
サ

イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の
殺
し

屋
）』
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
病
状
を
自
覚
し
に
く
い
特
徴

を
も
ち
、
放
置
し
て
も
体
の
異
常

に
気
付
か
ず
、
さ
ら
に
そ
の
ま
ま

治
療
せ
ず
に
い
る
と
、『
脳
卒
中
』

や
『
心
臓
病
』、『
動
脈
硬
化
』
な

ど
を
合
併
す
る
可
能
性
が
と
て
も

高
く
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

に
正
常
値
よ
り
も
高
い
状
態
を
い

い
ま
す
。

　

高
血
圧
で
は
、
常
に
血
管
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
に
、
血

別
名
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」

　
（
織
本
院
長
）「
高
血
圧
と
は
、

安
静
状
態
で
の
血
圧
が
、
慢
性
的

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

糖
尿
病
や
、禁
煙
、Ａ
Ｇ
Ａ
な
ど
、各
種
の
専
門
外
来
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

同
院
の
院
長
・
織
本
健
司
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
掲
載
＝
が
担
当
す

る
糖
尿
病
の
外
来
に
お
い
て
、
高
血
圧
症
の
治
療
を
含
め
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
、
織
本
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
す
」栄

養
・
予
防
の
指
導
も

　
（
続
く
）「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
東

戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
の
糖
尿
病
の

外
来
（
糖
尿
病
内
科
）
で
は
、
薬

物
療
法
や
血
圧
管
理
だ
け
で
な

く
、
高
血
圧
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
の
改
善
や
予
防
に
は
、
効
果

的
な
栄
養
指
導
な
ど
を
含
め
た
幅

広
い
分
野
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
っ
て
い
な
く
て

も
、
高
血
圧
で
お
悩
み
の
方
は
、

是
非
、当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
症
リ
ス
ク
も
し
っ
か
り
と
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

横浜新道横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療
大学

老健老人ホーム

西口

ふれあい
東戸塚ホスピタル

東急
ストア 西口西口

東戸塚駅
サイゼリヤ

松屋松屋

東戸塚西口
プラザ

積水
ハウス
駐輪場

ファミリー
マート

年金
事務所

無料シャトルバス乗り場

見学・資料請求のお申込み

０１２０-35-2240フリーダイヤル

受付 ９：００～１8：００シニアホテル東戸塚シニアホテル東戸塚

アクセス イーストウイング サウスウイング
見学のご相談や
お問合せなどを
受付けています。
お気軽に

お電話ください。

施設スタッフ

医療・介護・福祉・教育などの事業を展開する「ふれあい
グループ」が運営する老人ホーム「シニアホテル東戸塚」
には、介護付の「イーストウイング」と、住宅型の「サウス
ウイング」があります。

イーストウイングには、階下に地域病院（医療法人社団 健齢会
「ふれあい東戸塚ホスピタル」）を併設。イースト・サウスの
周辺には、リハビリ施設、ケアマネ事業所、訪問介護、訪問
看護、デイサービスなどもあり、介護に関するサポート体制
が充実している地域です。
館内には、入居者専用レストランのほか、リハビリ療法士に
よる集団体操や外出レクなど、それぞれの状況で参加できる
イベントもあり、老後を心配せず、楽しいシニア生活が送れます。

居室
例
居室
例

タイプA（２4．8m2）タイプ２（２１．９m2）

居室
例
居室
例

【イーストウイング】所在地:横浜市戸塚区上品濃16-8/土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契
約期間：2037年3月24日迄）/敷地面積：20,385.95m2/延床面積：19,943.10m2（うち有料老人ホーム
4,609.89m2：鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下１階、地上9階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/
開設日：2008年4月1日/３室募集（全79室）/入居一時金：1,300万円～3,000万円（１人）/管理費：117,752
円～206,800円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳以上の自立または要支
援・要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2021年３月31日

【サウスウイング】所在地:横浜市戸塚区上品濃16-15/土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契
約期間：2037年7月9日迄）/敷地面積：6605.51m2/延床面積：7515.79m2（うち有料老人ホーム
5422.14m2：鉄筋コンクリート造・地上7階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：2007年
10月1日/５室募集（全112室）/入居一時金：1,700万円～3,200万円（１人）/管理費：163,429円～230,476
円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護/事業
主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2021年3月31日

East Wing
イースト
　ウイング介護付

有料老人ホーム 

サウス
  ウイング 住宅型

South Wing

1,650万円～
1,700万円～

イースト

サウス

20万2,720円～
22万5,349円～

イースト

サウス

■電車
JR横須賀線・湘南新宿ライン
「東戸塚駅」西口から徒歩15分

■車
横浜新道「川上ＩＣ」または「今井ＩＣ」から５分

■無料シャトルバス
JR東戸塚駅西口から運行中（乗車約５分）

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

イースト
ウイング

サウス
ウイング

西口

老健

サウス
ウイング

東急
ストア
東急
ストア

西口西口

東口東口

横浜新道 

横浜銀行横浜銀行
東戸塚駅

サイゼリヤサイゼリヤ
松屋松屋

東戸塚西口
プラザ
東戸塚西口
プラザ年金

事務所
年金
事務所

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

湘南医療大学湘南医療大学川上IC
イースト
ウイング

・マクドナルド
・ノジマ
・ジーンズメイト
・ダイソー
・西松屋
・コープ

シニアホテル東戸塚

シニアホテル東戸塚

積水ハウス積水ハウス

駐輪場駐輪場

ファミリー
マート
ファミリー
マート

無料シャトルバス
乗り場

無料シャトルバス
乗り場

入居一時金入居一時金 （管理費・食費含む）（管理費・食費含む）
月額利用料月額利用料

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

   
糖
尿
病
の
診
察
で

　
　
　

   
リ
ス
ク
高
い
病
気
も
し
っ
か
り
管
理

2



アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR・京急 新子安駅から
無料シャトルバスで約5分

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

２月２５日（木）13：00から
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

いつもと違う頭痛に要注意 ～危険な病気にならない為に～

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

土屋 喜照 医師

　注意が必要な頭痛と、それに関わる危
険な病気との関係性について、脳神経
外科医であり、当院の外来医長を務める
土屋喜照医師が、「いつもと違う頭痛」の
リスクをわかりやすくお話しします。

完全予約制（定員２０名）のため、
参加ご希望の方は、右記☎へ
必ずお申込みください。

感染症対策により、予約制で開催

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

JR東戸塚駅西口から無料シャトルバス
（13時00分、15分、30分）

横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

老健

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

日 時

会 場

２月25日（木）13：30～14：30
ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

ワクチンの話 ～その原理と実際の方法について～

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
腎臓・人工透析内科

井上 純雄 副院長

　特定の感染症に対して生体反応を利
用した防衛策である「ワクチン接種」。こ
れについて、病原体の性質やワクチンの
種類、原理などを図や写真を使ってわか
りやすく解説します。

マスクの着用、体温計測や
手指消毒など、ご入場の際に
ご協力いただきます。

感染症対策を講じて開催いたします！

ま
ひ
／
ろ
れ
つ
障
害
／
感
覚
障
害

（
し
び
れ
）
等
の
症
状
の
診
療
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
院
に
は
、
脳
卒
中
の

後
遺
症
や
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
手

術
後
な
ど
に
対
す
る
集
中
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
行
な
う
専
門
病
棟
「
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」
が
あ
り
ま
す
。
３
６
５
日
に

わ
た
っ
て
医
師
や
多
く
の
専
門
職

が
協
同
し
、
患
者
の
回
復
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

脳
や
神
経
に
関
す
る
お
悩
み
・

不
安
は
、
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
（
☎
０
４
５・５
８
６・１
７

１
７
）に
ご
相
談
を
。〈
取
材
協
力
〉

診
断
を
行
な
う
「
脳
ド
ッ
ク
」（
３

コ
ー
ス
有
、
造
影
剤
・
放
射
線
不

使
用
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
最
近

で
は
、
脳
卒
中
や
認
知
症
の
予
防

対
策
に
、
受
診
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

■
神
経
内
科
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　
「
頭
痛
専
門
外
来
」
の
ほ
か
、

判
断
力
の
低
下
／
体
の
異
常
な
運

動
／
歩
行
障
害
／
筋
力
の
低
下
／

い
な
ど
を
診
察
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
午
後
に
は
、「
物

忘
れ
専
門
外
来
」（
予
約
制
）
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
神
経
外
科
医
が
読
影

■
脳
神
経
外
科
、
脳
ド
ッ
ク

　

脳
神
経
外
科
の
外
来
で
は
、
頭

部
外
傷
／
嘔お
う
き気

・
嘔お
う
と吐

／
け
い
れ

ん
発
作
／
顔
面
け
い
れ
ん
／
め
ま

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
脳
神
経
外

科
医
」「
神
経
内
科
医
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
」

な
ど
の
専
門
的
な
医
師
が
、緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

脳
や
神
経
に
強
い
診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
▽
急
に
め
ま
い
が
起
こ
る

　
▽
片
方
の
目
が

　
　

   

一
時
的
に
見
え
に
く
く
な
る

　
▽
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、

　
　
　
言
葉
が
出
て
こ
な
く
な
る

　
▽
片
方
の
足
を
引
き
ず
る
、

　
　

  

物
に
つ
ま
づ
き
や
す
い
な
ど

　

こ
の
症
状
は
、
多
く
が
５
～
15

分
ほ
ど
で
消
え
て
し
ま
う
た
め
、

検
査
や
治
療
を
受
け
ず
に
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に

本
格
的
な
脳
梗
塞
が
起
き
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
、
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
前
兆
か
ら
発
生
ま
で
の
時
間

に
も
個
人
差
が
あ
り
、
数
時
間
後

も
あ
れ
ば
、
数
カ
月
後
の
忘
れ
た

頃
に
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
は
、

早
め
に
脳
を
専
門
的
に
診
る
検
査

（
脳
ド
ッ
ク
）
や
脳
神
経
外
科
を

受
診
し
て
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

は
出
血
の
部
位
に
よ
っ
て
は
「
く

も
膜
下
出
血
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
か
つ
て
は
「
脳
出

血
」が
最
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
「
脳
梗
塞
」
の
割
合
の
方

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

数
カ
月
前
の「
前
触
れ
」も

　

脳
卒
中
は
あ
る
日
突
然
、
発
生

す
る
病
気
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
は
「
脳
梗
塞
」
に
お

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
前
兆
が
み

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

▽
急
に
手
や
足
の
力
が
抜
け
る

　
▽
片
方
の
手
や
足
の

　
　
　
し
び
れ
・
動
き
に
く
さ

が
刺
激
さ
れ
、
血
管
が
収
縮
し
て

血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
の
病
気
の
違
い
は
、「
脳

梗
塞
」
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
る

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
血
管
が

破
れ
る
の
が
「
脳
出
血
」、
ま
た

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
は
、
脳
卒

中
の
発
生
が
増
え
ま
す
。
脳
卒
中

は
、「
脳
梗
塞
」「
脳
出
血
」「
く

も
膜
下
出
血
」に
大
別
さ
れ
ま
す
。

全
て
脳
の
血
管
に
関
わ
る
病
気
で

あ
り
、
冷
た
い
空
気
に
交
感
神
経

脳ドックとは…
脳萎縮・動脈硬化性変化・無症候性脳
梗塞・微小脳出血・約３ｍｍ以上の脳動
脈瘤などを検出するのに優れている
医療機器「MRI」で検査。この内容に
加えて、頚動脈超音波検査や血液検
査、心電図などを組み合わせ、総合的
に脳卒中の起こりやすさを診断する。
注：内容は一例です。
　 （実施医療機関によって、項目の詳細は異なります。）

ふれあい鶴見

ふれあい鶴見ホスピタル
☎０４５(５８６)１７１７

鶴見区東寺尾4ｰ4ｰ22

子安台公園

首
都
高
速

JR

1 岸谷

京急

バス停
池谷戸

新子安 生麦

ココ無料シャトルバス
乗り場

脳卒中後遺症などに対し、理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士が、リハビリ
テーションを専門的に実施する病棟

回復期リハビリテーション病棟
１０２床

判断力の低下、頭痛、体の異常な運動、まひ、
歩行障害、筋力の低下、しびれ、ろれつ障害 など

診療項目神経内科
（金）午前

土
屋 

喜
照 

外
来
医
長

脳簡易検査コース
MRIの画像検査が中心

脳ドックAコース
MRIのほか
高感度CRP採血など

脳ドックBコース
もの忘れに関わる検査を
組み込んだもの

検査
約３０分約３０分

検査
約１時間約１時間

検査
約２時間約２時間

脳神経外科

（金）（日）以外

石
井 

映
幸 
副
院
長

（
脳
神
経
外
科
専
門
医
）

加齢による忘れか、病的認知症
の初期段階での忘れかを専門
的に診る完全予約制の外来

頭部外傷、嘔気・嘔吐、
めまい、けいれん発作、
顔面けいれん など

診療項目

物忘れ
外来（火）

午後

脳
ドック

受診日
要相談

脳
と
神
経
分
野
が
連
携
、よ
り
充
実
の
診
療
へ

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

脳
梗
塞
の
前
兆
を
知
り
、脳
ド
ッ
ク
で
予
防
を
！

自
宅
で
も
看
護
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る イメージ

院
か
訪
問
か
の
ど
ち
ら
か
に
伝
え

れ
ば
、
お
医
者
さ
ん
も
含
め
て
、

す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
で

す
ご
く
安
心
』『
訪
問
看
護
か
ら

先
生
（
医
師
）
に
つ
な
が
っ
て
、

透
析
室
の
場
で
お
薬
を
も
ら
え
た

時
は
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
』

と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
て
お
り

ま
す
〈
感
想
は
個
人
の
も
の
で
す
。〉」

　

─
─
─
透
析
患
者
に
限
ら
ず
、

自
宅
療
養
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

際
は
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
い
の
で
す
か
？

　
「
は
い
、も
ち
ろ
ん
で
す
。現
在
、

お
薬
や
日
常
生
活
な
ど
で
お
困
り

の
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
当

院
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
患

者
さ
ま
ご
自
身
の
安
心
し
た
ご
自

宅
生
活
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
ご

家
族
も
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
力
に
な

れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

療
養
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

を
お
も
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
当
院
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
（
担
当
／
地
域
連
携
室
☎

０
４
５・７
６
１・３
５
８
１
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
寄
り
添
っ
て

お
話
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
」。

　
─
─
─
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

ビ
ス
で
は
、
患
者
さ
ま
の
ご
自
宅

に
お
い
て
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
患
者
さ
ま
だ
け
で
な

く
、ご
家
族
の
ご
相
談
に
も
の
り
、

疑
問
・
不
安
の
解
消
の
た
め
に
、

看
護
師
が
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
当
院
で
は
、
院
内
で
人
工

透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
病
院

実
績
を
活
か
し
て
、
透
析
担
当
医

で
あ
り
腎
臓
内
科
を
専
門
と
す
る

常
勤
医
２
名
と
看
護
師
が
、
チ
ー

ム
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
」

　
─
─
─
病
院
で
は
人
工
透
析
の

治
療
、
日
常
生
活
で
は
訪
問
看
護

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
考
え
る

と
、
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
「
は
い
。
病
院
で
人
工
透
析
治

療
と
、
ご
自
宅
で
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
並
行
し
て
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
患
者
さ
ま
か
ら
は
、『
病

ほ
し
い
の
が
「
訪
問
看
護
」
で
す
。

　

患
者
本
人
ま
た
は
家
族
が
、
薬

を
管
理
す
る
こ
と
の
負
担
軽
減
に

加
え
て
、シ
ャ
ン
ト
血
管
の
ほ
か
、

難
し
い
食
事
や
体
重
の
管
理
な
ど

も
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
強
い

「
味
方
」
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

病
院
と
自
宅
で
Ｗ
サ
ポ
ー
ト

　

磯
子
区
汐
見
台
を
中
心
に
、
看

護
師
が
患
者
の
住
ま
い
へ
訪

問
し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
る
「
康
心
会
汐
見
台
病

院
」
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
自
宅
療
養
を
し
て
い

る
人
に
寄
り
添
い
、
必
要
な

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
訪
問
看
護
師
の
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

（
訪
問
看
護
師
、
以
下
同
）

　
「
当
院
の
訪
問
看
護
サ
ー

　

人
工
透
析
療
法
を
実
施
し
て
い

る
人
は
、
週
３
回
に
わ
た
り
、
医

療
機
関
に
通
い
、
人
工
透
析
を
受

け
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
日
頃
か

ら
、
数
種
類
の
薬
を
服
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
薬
の
量

に
困
り
、
服
薬
頻
度
も
高
い
ケ
ー

ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
透
析
生
活
を
続
け

て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
で
は
、
院
内

で
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
実
績
を
活
か
し
て
、
在
宅
療
養
者
に
対
し
、

透
析
生
活
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
専
門
性
を
も
っ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

自己管理！

ほぼ
全日
ほぼ
全日

３～４
 　時間
３～４
  時間

人工透析治療

長い

医療機関

日常生活

て
は
、
透
析
患
者
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
自
宅

や
入
居
施
設
か
ら
の
通
院
時
に
、

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

入
院
施
設
を
も
つ
病
院
で
は
、

け
が
や
体
調
を
崩
し
た
際
の
「
一

般
入
院
透
析
」、
大
き
な
手
術
を

し
た
後
に
自
宅
復
帰
す
る
ま
で
の

「
リ
ハ
ビ
リ
入
院
透
析
」、
自
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た

時
の
「
療
養
透
析
」
な
ど
を
提
供

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

（
例
・
康
心
会
汐
見
台
病
院
な
ど
）。

　

ま
た
、
自
宅
で
の
透
析
生
活
を

よ
り
良
く
続
け
て
い
く
た
め
に
、

「
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

ず
、
そ
の
措
置
が
、「
人
工
透
析
」

で
す
。

自
由
な
時
間
も
制
限
が
あ
る

　

人
工
透
析
の
治
療
は
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
続

け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
週
３
回
ほ
ど

の
通
院
治
療
の
ほ
か
、
自
宅
に

帰
っ
て
か
ら
は
、
厳
し
い
食
事
の

制
限
や
、
服
薬
を
遵
守
し
て
い
く

生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
機
関
に
よ
っ

ズ
で
、
左
右
に
一
つ
ず
つ
あ
る
臓

器
で
す
。
血
液
中
の
老
廃
物
を
ろ

過
し
、さ
ら
に
尿
を
つ
く
る
の
で
、

人
間
の
「
排
水
処
理

場
」
と
し
て
の
役
割

を
も
つ
大
事
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
の
代
替
と
し
て

　

腎
臓
が
機
能
し
な

く
な
る
と
、
人
工
的

に
体
内
の
血
液
を
ろ

過
し
な
く
て
は
な
ら

　

人
間
の
腎
臓
は
、
体
の
中
で
は

背
中
側
に
あ
り
ま
す
。
腰
の
高
さ

ぐ
ら
い
に
位
置
し
、
こ
ぶ
し
サ
イ

自
宅
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
に
！

透
析
に
も
強
い
汐
見
台
病
院
の
訪
問
看
護

日
常
行
動
が
大
き
く
影
響
す
る
透
析
生
活

3



る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
。

　
（
青
田
医
師
）「
は
い
。
脊
椎
の

周
辺
を
走
行
す
る
『
末
ま
っ
し
ょ
う梢
神
経

（
上じ
ょ
う・

中
ち
ゅ
う
で
ん
ひ

殿
皮
神
経
）
の
絞こ
う
や
く扼

に

よ
る
腰
痛
』
と
い
う
新
し
い
疾
患

概
念
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
。
従

来
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
殿

皮
神
経
に
も
、
絞
扼
性
神
経
障
害

が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
中
殿
皮

神
経
の
絞
扼
解
除
手
術
は
、
世
界

に
先
駆
け
て
施
行
し
て
き
ま
し

た
。

　

長
く
腰
痛
に
悩
ま
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
治
療
を
行
な
っ
て
も
、
改
善

の
見
込
み
が
な
く
、
痛
み
を
抱
え

続
け
て
い
る
方
は
、『
末
ま
っ
し
ょ
う梢
神
経

の
絞こ
う
や
く扼
に
よ
る
腰
痛
』
の
可
能
性

も
考
え
て
、
是
非
、
当
院
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
力
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
」。〈
取
材
協
力
／
20
年
12
月
〉

す
る
脊せ
き
つ
い椎

疾
患
を
中
心
に
担
当

し
、
４
０
０
０
例
以
上
に
わ
た
る

手
術
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　
─
─
─
先
生
は
、
お
尻
の
皮
膚

に
向
か
っ
て
通
る
神
経
に
関
す
る

腰
の
痛
み
の
治
療
も
行
な
っ
て
い

　
─
─
─
青
田
先
生
が
こ
れ
ま
で

担
当
し
て
き
た
疾
患
や
手
術
数
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
青
田
医
師
）「
腰
部
脊せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管

狭き
ょ
う
さ
く窄
症
／
頚け
い
つ
い椎
症
／
椎つ
い
か
ん
ば
ん

間
板
ヘ
ル

ニ
ア
／
脊
柱
側そ
く
わ
ん弯
症
を
は
じ
め
と

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
関
内
駅
徒
歩
３
分
）
の

整
形
外
科
で
は
、
常
勤
医
師
が
３
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

部
長
・
青
田
洋
一
医
師
が
担
当
す
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

腰だと思っていたら、
 違うかも！？ 主な

□ 長時間座り続けるのがつらい
□ 腰から脚にかけてしびれがある
□ 上体を斜め前に倒すと、
    痛みが強くなる
□ 歩行時に脚を力強くふれない
□ 上体を後ろに反らせると、
　 痛みがある
□ あおむけで寝ると痛い

殿皮神経障害の症状殿皮神経障害の症状

ふれあい横浜ホスピタル
☎045（681）5101

殿皮神経障害に関する腰痛治療を担当

青田洋一部長
診療　■PM ■PM ■AM月 水 土

完全予約制

上殿皮神経

中殿皮神経

起
き
上
が
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す

る
と
、
腰
の
痛
み
が
強
ま
る
こ
と

に
あ
り
、「
腰
骨
か
ら
く
る
痛
み
」

と
勘
違
い
す
る
人
も
多
く
い
ま

す
。
し
か
し
、
腸
骨
上
を
押
す
と

強
く
痛
む
部
分
が
あ
る
こ
と
も
、

こ
の
痛
み
の
大
き
な
特
徴
で
、
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
発
見
で
き
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
を
「
殿
皮
神

経
障
害
」
と
呼
び
、
麻
酔
薬
の
注

射
（
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
）
と
リ
ハ
ビ

リ
で
治
療
し
ま
す
。

　

重
症
の
場
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
注

射
の
効
果
が
一
時
的
な
も
の
と
な

り
、
再
び
腰
痛
を
う
っ
た
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
殿
皮
神
経
の
絞
め

付
け
を
解
除
す
る
た
め
の
手
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

経
は
、
わ
ず
か
数
㎜
の
細
い
神
経

で
、
し
め
つ
け
ら
れ
る
と
腰
痛
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
も
わ
か
ら
な
い

　
「
上じ
ょ
う・
中
ち
ゅ
う
で
ん
ひ

殿
皮
神
経
」
に
よ
る

腰
痛
は
、
全
て
の
腰
痛
症
状
の

う
ち
の
14
％
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
診

断
や
治
療
を

行
な
っ
て
い

る
医
療
機
関

は
、
少
な
い

と
い
う
現
状

で
す
。

　

こ
の
痛
み

の
主
な
症
状

は
、
腰
を
ひ

ね
っ
た
り
、

　

背
中
の
神
経
に
は
、
背
骨
の
中

を
通
る
も
の
と
、
そ
こ
か
ら
枝
分

か
れ
し
て
、
背
骨
の
外
を
通
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

背
骨
か
ら
外
に
向
か
う
神
経
の

一
つ
に
、
お
尻
の
皮
膚
に
向
か
っ

て
走
る
「
上じ
ょ
う・

中
ち
ゅ
う
で
ん
ひ

殿
皮
神
経
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

　
　

  

「
こ
れ
ま
で
解
決
し
な
か
っ
た
腰
痛
は

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
度
、当
院
で
相
談
を
！
」

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
整
形
外
科 

青
田
洋
一 

部
長

腰
痛
の
原
因
は
、腰
だ
け
で
は
な
い
⁉︎

新しい腰痛の
概念を提唱

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

JR磯子駅、京急屏風浦駅からバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
16

屏風浦駅

環
状
２
号

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

２月２５日（木）15：00～16：00日 時

会 場 康心会汐見台病院 地下２階 会議室

お産の不安はこれで解決！ ～産前産後に必要なケアとは～
　お産（妊娠）関連の病気や、気を付け
たい疾病について、産婦人科の小林医
師が解説します。また、産前産後ケアにつ
いては、助産師から、現場の状況を踏ま
えながら紹介いたします。

マスクの着用、体温計測や
手指消毒など、ご入場の際に
ご協力いただきます。

感染症対策を講じて開催いたします！

講 

師

康心会汐見台病院
産婦人科

小林 律子 医師
２月１８日（木）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町2-3-3

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

新しい腰痛の診断と治療

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
整形外科 部長

青田 洋一 医師

　あまり知られていない腰痛の原因に、
「上・中殿皮神経の絞扼」という病態があ
り、早期であれば完治が可能なものです。
この治療を担当している青田医師がわか
りやすく説明します。ぜひご参加ください。

～上殿皮神経と中殿皮神経の
　　　　　絞扼（締めつけ）について～

じょうでんひ ちゅうでんひ

こうやく

※定員次第、受付終了

三密を避けて開催するために、
事前に１F総務課（またはお電話）で
必ずご予約ください。

事前予約制・定員10名の少人数開催！

康心会汐見台病院
産婦人科 科長

中田 裕信 医師

き
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
出
産
後
に
そ
の
ま

ま
入
院
を
延
長
す
る
『
延
長
入

院
』、
一
度
退
院
さ
れ
た
母
子
が

約
１
日
の
ケ
ア
入
院
を
す
る
『
デ

イ
ケ
ア
』、
数
日
宿
泊
し
て
ケ
ア

を
受
け
て
い
く
『
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
』
が
あ
り
ま
す
。

　

産
後
ケ
ア
入
院
は
、
当
院
以
外

で
お
産
さ
れ
た
方
で
も
、
ご
利
用

が
可
能
で
す
。

　

一
人
で
育
児
を
頑
張
り
過
ぎ

ず
、
悩
み
を
お
も
ち
の
方
や
お
疲

れ
の
マ
マ
さ
ん
は
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
マ
マ
さ
ん
を
応
援
し

て
い
ま
す
！
」。　　
〈
取
材
協
力
〉

不
安
や
、『
授
乳
に
自
信
が
も
て

な
い
』『
な
か
な
か
心
身
の
疲
労

が
回
復
し
な
い
』『
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
が
得
ら
れ
な
い
』
と
い
っ
た
マ

マ
さ
ん
の
た
め
に
、
当
院
で
は
、

『
産
後
ケ
ア
入
院
』
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
」

他
院
分
娩
者
も
Ｏ
Ｋ

　
「『
産
後
ケ
ア
入
院
』
と
は
、
助

産
師
が
マ
マ
さ
ん
か
ら
お
話
を

伺
っ
た
上
で
、
授
乳
・
育
児
・
疲

労
の
回
復
な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に
合
っ
た
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
お
産
か

ら
新
生
児
の
発
育
ま
で
、
安
心
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
」

　
　
　
　

 

〈
人
数
は
21
年
１
月
現
在
〉

不
安
は
一
人
で
背
負
わ
な
い
で

　
「
し
か
し
、
お
産
・
育
児
は
い

ろ
い
ろ
と
不
安
に
な
る
も
の
で
す

よ
ね
。
特
に
初
め
て
ご
出
産
さ
れ

た
マ
マ
さ
ん
は
、
退
院
し
て
自
宅

に
戻
っ
た
後
、
さ
ら
に
心
配
事
が

増
え
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
育
児
に
つ
い
て
の

　
（
中
田
医
師
）「
康
心
会
汐
見
台

病
院
の
産
婦
人
科
は
、
常
勤
医
３

名
と
、
助
産
師
20
名
を
含
む
多
く

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
チ
ー
ム
を

組
み
、
皆
さ
ま
の
妊
娠
・
出
産
・

育
児
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
に
関
し
て

は
、
当
院
に
は
小
児
科
も
あ
り
、

担
当
医
６
名
に
よ
る
力
強
い
バ
ッ

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
は
、磯
子
区
の「
産
後
母
子
ケ
ア
事
業
」の
指
定
病
院
で
す
。

産
婦
人
科
で
は
、
産
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
ケ
ア
入
院
の
タ
イ

プ
を
複
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
科
長
の
中
田
裕
信
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

横浜市の産後母子ケア事業について（一部）

自己負担額

2,000円2,000円
（およそ１日）

昼食付

9時～17時母子デイケア

＊追加日数は１日3,000円プラス

自己負担額

9時～翌19時6,000円6,000円
（最大７日）

１泊２日４食付

1泊2日～母子ショートステイ

母親 健康管理、
乳房ケア ほか

乳児 発育・発達チェック、
体重や排泄の確認 ほか

磯子区の場合

康心会汐見台病院で
利用が可能

このほか、
授乳・沐浴の相談、
育児指導 など

区内で唯一

※複数の要件を満たし、区の家庭訪問等で
　利用可否が判断されます。

・横浜市に住民登録がある
・家族の産後支援がない　　など

まずはお住まいの区役所にご相談を。

対象要件

（4カ月まで）

産後の母子ケア
横浜市の事業

〈
母
子
の
利
用
要
件
〉

①
横
浜
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
育
児
不
安
な
ど
に
よ
っ
て
、
自 

　
宅
育
児
に
支
障
が
あ
る

③
家
族
な
ど
か
ら
産
後
支
援
が
受

　
け
ら
れ
な
い

④
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
母
子
と

　
も
に
治
療
中
の
疾
患
が
な
い

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
場
所

は
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
す

（
注
・
磯
子
区
は
康
心
会
汐
見
台

病
院
の
み
〈
21
年
１
月
現
在
〉）。
産

後
母
子
ケ
ア
事
業
の
詳
細
は
、
お

住
ま
い
の
区
役
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
利
用
要
件
に
あ
る

「
治
療
中
の
疾
患
」
に
つ
い
て
、

通
院
服
薬
を
受
け
て
い
て
も
、
利

用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
例

／
磯
子
区
・
康
心
会
汐
見
台
病
院
）。

　

こ
の
事
業
に
関
わ
ら
ず
、
産
後

の
健
康
不
安
や
育
児
の
心
配
事
、

乳
児
に
関
す
る
悩
み
は
、
一
人
で

抱
え
る
こ
と
な
く
、
産
（
婦
人
）

科
が
あ
る
地
元
の
病
院
な
ど
に
相

談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

し
て
い
る
母
子
で
す
。

　

事
前
に
区
役
所
の
保
健
師
や
助

産
師
が
家
庭
訪
問
等
を
実
施
し
、

利
用
の
可
否
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

排
泄
の
確
認
、
授
乳
指
導
、
沐
浴

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た

　

横
浜
市
で
は
、
産
後
４
カ
月
未

満
の
母
子
が
、体
調
に
合
わ
せ
て
、

健
康
管
理
や
乳
房
ケ
ア
、
乳
児
の

発
育
や
発
達
チ
ェ
ッ
ク
、
体
重
・

　

産
後
の
体
調
不
良
や
、環
境
の
変
化
、子
育
て
不
安
な
ど
、乳
児
を
抱
え
な
が
ら
、

一
人
で
悩
ん
で
い
る
マ
マ
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
？
横
浜
市
に
は
、
母
子
（
産
後
４

カ
月
ま
で
）
を
対
象
と
し
た
ケ
ア
制
度
（
産
後
入
院
な
ど
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

横浜市磯子区汐見台1-6-5
☎045-761-3581

京急線

久
良
岐
公
園

磯子駅

屏風浦駅

環
状
２
号

汐見台交番前

16

康心会
汐見台病院

出
産
後
で
不
安
や
お
疲
れ
の
マ
マ
さ
ん
へ

最
大
７
日
間
の
産
後
ケ
ア
入
院
を
提
供

康
心
会
汐
見
台
病
院 

産
婦
人
科

「
産
後
母
子
ケ
ア
事
業
」を
活
用
し
ま
し
ょ
う

横 浜 市

2021年１月
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